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迎
合
婦
人
会
で
は
市
立
図
書

館
と
協
力
し
て
昨
年
四
月
か
ら

読
習
会
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
説
哲
週
間
(
十
月

二
十
じ
H
か
ら
十

一
月
九
日
ま

で
)
を
機
会
に
新
し
い
会
員
を

詳
録
す
る
ζ
と
に
な
り
ま
し
た

乙
の
会
は
旬
月
一
一
十
五
H
午

後
二
時
か
ら
凶
時
ま
で
市
立
図

書
館
の
閲
覧
主
で
聞
い
て
い
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
か
た
は
述

慮
な
く
巾
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

よ

審

査

の

投

票

日

で
す

。
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す
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所
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京
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午
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そ
の
旨
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
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投
巣
の
秘
密
は
絶
対
に
ま

も
ム
一れ
て
お
り
ま
す
。

入

場

券

を

必
ず

持
っ
て

一一

ど
の
候
補
者
に
投
票
し
た
か
と
い

投
票
所
に
は
、
必
ら
ず
投
票
所
入
一

一

一

一う
こ
と
は
絶
対
に
わ
か
り
ま
せ
ん

場
券
を
日
参
し
て
受
付
へ
提
出
し
一宇
在
知
ら
な
い
人
や
ケ
刀
を
し
て
一

一

ぅ

一投
聞
か
の
秘
符
は
か
た
く
保
附
さ
れ

て
く
だ
さ
い
b

一宇
が
暫
け
な
い
場
合
は
、
投
票
内

一

一

F
一て
お
り
ま
ず
か
ら
、
安
心
し
て
正

入
場
券
を
な
く
し
た
人
は
、
受
付
一
で
そ
の
旨
申
し
出
て
代
盟
投
票
を

ヘ
申
し
出
て
く
さ
い
。
再
交
付
一ず
る
乙
と
が
で
き
ま
す
o

字
が
書
け
な
レ
人
や
点

字
で
投
票
す
る
人
は
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し
い
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票
を
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ま
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う
。

盲
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も
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婦
人
会
員
を
主
と
し
て
い
ま

す
が
、
会
員
で
な
い
か
た
で
も

多
数
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
会

は
不
要
で
す
。(
市
立
図
書
館
)

身

体

障

害

者

の

か

た

ヘ

身
体
附
答
者
で
手
帳
の
交
付
巾

請
と
楠
装
具
交
付
剛
山
川
を
さ
れ

る
か
た
は
、
移
酬
相
談
が
つ
ぎ

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で

該
当
者
は
お
出
か
け
く
だ
さ
い

た
だ
し
、
昨
件
判
定
を
笠
け
ら

た氏

色

れ
た
か
た
は
、
乙
ん
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

ム
日
時
十
一
月
十
五
日

(火

限
)
午
前
十
時
J
午
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三
時

ム
場
所
巾
央
公
民
舘

ム
相
談
料

眼

科
、
整
形
外
科

ム
持
参
品
、
身
体
障
害
者
手
帳

「
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(福
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事
務
所
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市

民

一音
楽

会

開

催

の

た

め

の

協

議

会

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民

の
古
楽
に
刻
す
る
一
則
的
心
を
高

め
、
情
授
を
既
か
に
す
る
た
め

来
年
一
月
中
旬
叩
央
公
民
加
で

市
E
音
説
会
を
聞
く
予
定
で
す

参
加
の
条
件
は
①
市
内
に

厚
生
QJT
η
入
で
②
塾
を
聞
き
ま

分

た
は
却
に
通
っ
て
い
る
な

ωグ

ル
ー
プ
ま
た
は
附
場
で
定
例
的

に
音
楽
の
つ
ど
い
を
も
っ
て
い

る
人
。
参
加
の
方
法
、
音
県
会

の
内
容
等
に
つ
い
て
は
凶
体
の

代
表
(剤
、グ
ル
ー
プ
、
職
場
等
)

の
か
た
に
集
っ
て
い
た
だ
き
、

協
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

協
議
会
は
十

一
月
三
十
八
日

午
後

一
時
か
ら
中
央
公
民
知
で

開
き
ま
す
の
で
、
多
数
お
焦
り

く
だ
さ
い
。
(
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原
慎
被
爆
者
の
医

療
機
関
を
指
定

現
在
、
原
燥
被
爆
者
手
艇
の

更
新
を
し
て
い
ま
す
が
、
原
爆

医
蹴
訟
に
叫
が
づ
く
被
爆
者
一
般

&駅
前
医
療
機
関
が
市
内
で
は
つ

ぎ
の
と
お
り
九
月
一
日
付
で
指

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
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せ

し
ま
す
。
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最
初
に
行
な
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る
一
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、

十
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一
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議
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審

査

を
受
け
な
り
れ
ば
な
ら
な

一い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
一

州

地

い

こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

一お
り
ま
す
。

一

一

そ
の
後
十
年
を
過
ぎ
て
か
ら
は
じ
一

審
査
の
結
以
に
つ
き
ま
し
て
は
一

一

め
て
行
な
わ
れ
る
総
選
挙
の
際
に

一隅
免
を
凶
と
す
る
投
引
か
が
多
か
っ
一

昨

附
一

審
査
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
石
場
合
は
、
そ
の
払
判
官
は
出
比

一

ι町
一

来
た
る
十
一
月
二
十
日
に
一

そ
の
お
も
な
仕
事
は
、
政
府
や
一け
で
す
。

ま
す
。

一さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

一

掬

何
一
行
な
わ
れ
る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一国
会
と
は
別
に
存
在
し
て
、
す
ぺ
一
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
内
一

こ
ん
ど
の
国
民
審
査
は

一

な
お
、
帯
出
さ
れ
る
政
判
む
の

一

岡

山川
一
と
同
時
に
、
最
官向
裁
判
所
載

一て
の
訟
仰
や
処
分
L

訟

法

に
適
合
一閣
の
指
名
に
よ
り
天
皇
が
任
命
す

一昭
和
三
十
三
年
五
月
の
総
選
挙
の

一経
附
な
ど
に
つ
い
て
は
、
希

記

畑
一
判
官
の

国

托
審
査
技
師
一
主
し
て
い
る
か
と
う
か
を
決
定
し
、
一る
最
高
裁
判
所
長
官
と
、
内
閣
が
高
官

行
な
わ
れ
た
国
民
重
量
に
配
布
す
る
審
査
公
報
に
く
わ

一行
な
わ
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
五

訟

を

さ

つ

ぎ

る

E
を
も
っ

王

命
ず
る
十
四
人
の
裁
判
官
か
ら

一新
り
し
く

任
命
さ
れ
た
三

一し
く
掲
示
に
し
て
あ
り
ま
す
の

一ま
す
。
最
高
裁
判
所
は
、
わ
が
国
一
て
お
り
ま
す
。

一

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
理
法

一人
の
裁
判
官
と
、

第
一
回
一
で
、
乙
れ
そ
よ
く
と
覧
に
な
っ
て

で

空

総

裁

判
所
で
、
東
京
に
一
つ
ま
り
訟
法
の
蒋
人
と
で
も
い
一
ょ
う
設
と
い
う
琵
要
な
職
務
完

一
(昭
和
一
ニ
十

四
年
)

の

国

一く
だ
さ
い
。

一カ
所
お
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て
お
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ま
す
0

7
つ
よ
う
な
彼
自
を
果
し
て
い
る
わ
一
な
い
ま
す
の
で
、
裁
判
官
に
任
命

一民

審
査一
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と
き
審
査
一
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利
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所
東
本
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三
病
予
防
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も
十
一
川

一
け
で
終

一ニ
O

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
立
保
と
庄

ム
補
木
限
科
医
院
間
三
七
三

射
を
し
て
い
な
い
犬
が
多
数
い
る

ム
巾
央
必
何
人
科
医
院
水
主
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の

J

皆
様
の
協
力
を
似
て
こ
れ
ら
違
反

ム
児
助
産
婦
人
利
哀
袋
町
一
犬
を
叩
倒
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
五

つ
ぎ
の
よ
う
な
犬
を
比
か
け
ら

ム
上
出
医
院
池
田
一
O
区
凶
れ
た
場
合
は
、
色
い
で
似
険
制
生

五
一
同

日

課

ま

た
は
大
村
保
他
所
へ
お
知
ら

以

日

、

せ

く

だ

さ

い
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二
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目
八
六
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午
ま
で
、
つ
ぎ
の
地
民
を
除
い

八

て

全

市

一

行

惜

し
ま
す
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大
村
入
問
者
収
容
所
で
は
つ

ぎ
の
と
お
り
、
池
田
射
撃
場
で

失
抑
射
撃
を
行
な
い
ま
す
。
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一日
時
寸
一
月
十
七
日
J

二

十
一二
H

ム
使
川
火
掛
け
ん
銃

ム
射
砂川正
施
中
は
川
場
に
亦
加

企
立
て
ま
す
。

社
会
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事
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に
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付

錦
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の
な

い
犬

注
見
た

ら
お
知
・り
せ
く
だ
さ
い

〔
伴
一日
し
な
い
地
区
】

鈴
田
、
一二
州
地
区
、
同づ川
、
上

久
原
、
大
村
州
院
、
政
川
一病

院
、
松
原
、
制
輩
、
竹
松
の
一

部
(
駅
巡
り
、小
路
口
、印
刷
、

お
城
、
川氏丸
、
矢
政
)

{男
子
〕
愛
知
県

・
間
気
係

(
未
経
験
も
同
)一

八
J

イ
ま
で
・

氷
経
験
者
一
ハ
、
八
O
O川
・
灯
脱

者
八
、

0
0
0川
以
上
〈
い
山
MM
工

.
一一一ニ
J
ま
で

・
日仏印
‘一..
0川

J
一一一O
O
N

4

山
内
本
川
ニ
プ
H
村
弁
太

一
さ

〔
女
子
〕

愛
知
川
日

・
札
制
工

・

ん
は
突
は
故
リ
ク
さ
ん
の
忌
別
に

一一
一
一
才
ま
で

・
日
約
二
八
O
川
以

-mし、
合
一
万
円
也
を
木
市
社
会
上
ム
織
布
正

・
二
五
オ
ま
で

-
U

一予

定

行

い

さ

れ

ま

し

た

。

給
二
三
の
川
以
上

一

(稲
村
山
曜日
所
)

(
大
村
公
共
職
業
宏
一
江
川
)

門
松
代
用
力

l
ド
を
あ
っ
せ
ん

長
崎
県
新
生
出
抱
進
辿
山
本
部
で
は
、
門
松
代
用
カ

l
ド
を
あ
っ
せ
ん
ヲ
る
こ
と
L
な
り
ま
し
た
の
で
、
ζ

利い出

ωか
た
は
十
一
月
二
十
五
H
ま
で
、
市
数
百
訟
員
会
社
一同
教
育
訓
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
制
悩
は

一
枚
二
円
の
予
'
止
で
す
。

(
市
教
安
)



(二)

に
ぎ
わ
っ
た
海
水
浴
場
と
キ
ャ
ン
プ
場

増
え
た
市
外
の
沿
客
さ

ん

本
年
七
月
か
ら
八
月
ま
で
開
設
一
ム
市
内
日
六
七
、

0
0
二
人
ム
県

し
た
玖
馬
断
、
松
原
海
水
浴
場
、
一外
U
H

一
J
二
五
人
ム
県
外
H
二
、

野
岳
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
市
外
の
お
一四
五
O
人
ム
計
H
七
O
、
七
六
七

)

-
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
が
、
一人

号
一

期
間
申
訪
ず
れ
た
浴
客
や
キ
ャ
ン

一
【
松
原
海
水
浴
崎
山
知
】

御
一

パ
l
は
、
つ
ぎ

ωと
お
り
で
す
。

一三
O
、
0
0
0人
(
観
光
協
会
推

?
一

今
年
は
従
来
か
ら
の
観
光
大
村
一定
)

(
一

の
官
伝
と
と
も
に
施
設
等
の
整
備
一
【
野
岳
キ
ャ
ン
プ
場
】

一
来
客
に
対
す
る
制
ノー
ビ
ス
な
ど
党
一ム
市
内
H
九
六
O
人
ム
諌
早
万
面

…
け
入
れ
態
勢
の
向
上
で
、
と
く
に
一日
四
一
二
人
ム
長
崎
万
面
H
一
、

明
市
外
、
県
外
か
ら
の
お
客
が
多
く
、
一
一
五
七
人
ム
佐
世
保
方
面
H
九
三

ま
た
、
乙
れ
ら
の
客
に
与
え
た
大
一
八
人
ム
計
H
一二
、
凶
七
六
人
ム
日

村
の
印
象
も
大
へ
ん
よ
か
っ
た
よ
一照
り
(
推
定
)
五
、

0
0
0人
ム

う
で
す
。
な
お
、
県
列
の
ほ
と
ん
一合
計
H
八
、
四
七
六
人

ど
は
佐
賀
県
と
な
っ
て
お
り
、
昨
一
【
県
木
キ
ャ
ン
プ
場
】

年
よ
り
一
割
五
分
程
度
悶
え
て
い

士
二
人

ま
ず
。

一

【
玖
島
断
海
水
浴
場
】

-

りよ大村市政だ

(
商
工
水
産
謀
)

，
a
E園
，
a
H
H
u
z・
園
田
，
ゎ・
0
ゐ
h
瓜
田
町
F
Aリ
ぜ

里親に念ってく ださい

不幸な干どもたちのために

(毎月1日.10日.lO日発行)

公明選挙道場
きょうは買牧されない修業だぞ

(森吉正照)

門
】
】
】
】
】
】

門
落

し

物

】

門
【
【
【
【
【
】

(十
月
中
)

ム
一
日
現
金
千
円
(
千
円
札
一

)

ム
四
日
脚
時
計
一
コ

(丸
九
割
)

ム
四
日
間
一
コ

(婦
人
用
)
ム
七

日
間
一
コ

(ス
イ
ス
製
)
ム
十
三

日
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
一
台

(
ア
ン
テ
ナ
、
レ
シ
ー
バ
ー
一
式
)

ム
二
十
一
日
現
金
千
円
(
千
円
札

一
)
ム
二
十
七
日
腕
時
計
一
コ
(
女

物
)
ム
三
十
日
同
一
コ
(
女
物
)

以
上
現
金
は
県
支
金
庫
、
品
物

は
大
村
醤
察
署
に
保
管
し
て
あ
り

ま
す
。

H

あ
ぶ
な
い
H

線
路
に
置
石

や
め
さ
せ
た
い
い
れ
い
た
ず
ら

及
を
は
か
る
乙
と
に
し
ま
し
た
羽
l
ル
)
は
魚
介
類
に
対
す
る

要
に
対
す
る
使
い
方
は
つ
ぎ
毒
世
が
強
い
の
で
、
襲
被
が

の

と

お

り

で

す

。

河

川、

池
、
盤
魚
場
等
に
な

水
田
で
は
昭
和
二
十
五
年
か

使
用
す
る
薬
剤
の

が
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る

ら
二
・
四
l
わ
が
除
草
剤

と

し

と

と

。

2

I

種
類
と
使
用
方
法

て
実
用
化
さ
れ

一
般
に
普
及
し

同
取
り
吸
い
後
は
石
ケ
ン
で

水
稲
作
業
の
う
ち
の
過
重
労
働
①
下
表
参
照
の
と
と
皮
ふ
や
、
衣
類
に
つ
い
た
諜

の
一
つ
で
あ
っ
た
除
草
作
業
に

①
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も
剤
を
洗
い
お
と
す
乙
と
。

画
期
的
な
技
術
と
し
て
労
力
の
水
で
う
ず
め
て
明
鋭
機
で
散
布
⑦
散
布
機
具
は
使
用
後
水
で

節

減

と

経

営

の

合

現

化

に

首

献

す

る

。

じ

ゅ

う

ぶ

ん

洗

う

こ

と

。

し
ま
し
た
が
、
雑
草
に
対
す
る
①
覆
土
の
土
は
よ
く
砕
い
て
な
お
、
以
上
の
分
量
は
畑
地

作
業
は
む
し
ろ
水
田
よ
り
畑
作
細
か
に
し
、
均一

に
所
定
全
面
の
使
用
量
で
す
か
ら
、

に

お

い

て

重

要

作

条
内

ミ出可、
ィ
止
、おお前文
J
』
£
ミ
ミ
、
、
-イ
b
e
ぬお官、
、イ
P
1奴ぬ叩
4
F&
ミ目、
¥
J

》魚
、，

な
問
題
で
あ
り

M

;
A
E
-
-
H
H
J
)
官
、
、

4
1
似
(
播
溝
)
だ

除
草
に
は
い
つ

m
m肘
苧

斉

¢

依

し

方

仇
け
使
用
す
る

も
悩
ま
さ
れ
て

Y
S、、45
ミ、
手
ミ
、

3
5
3
ミ
i
ミ

3
ふ

場

合

は

、
っ

き

た

も

の

で

す

ぎ

の

式

に

ょ

し
た
が
っ
て
畑
作
物
に
お
け
る
の
厚
さ
に
す
る
乙
と
。
り
使
用
量
を
計
算
す
る
乙
と
。

除
草
剤
に
つ
い
て
は
、
種
々
検

⑦
使
用
時
期
、
使

用

量

は

正

直

(

注

)
ス
ズ
メ
の
テ

討

も

さ

れ

、

要

望

さ

れ

て

い

ま

確

に

す

る

と

と

。

仰

'
ッ
ポ

1
(大
村
で

し
た
が
、
幸
い
に
関
孫
機
関
に

①
除
草
剤
の
散
布
は
ム
ラ
な
ゆ
は
ピ
ピ
草
と
い
つ

お
け
る
研
究
が
進
み
、
普
及
の
く
散
布
し
、
二
重
か

け

を

行

航

て

い

る

)

に

は

シ

段
階
に
至
っ
た
乙
と
は
畑
作
物
な
わ
な
い
乙
と
。
使
用
中
は
払
幅
マ
ジ
ン
が
効
果
が

改
善
の
た
め
ま
と
と
に
喜
ば
し
時
々
か
き
ま
ぜ
る
と
と
。
播
一畦
あ
り
、
カ
ラ
ス
の

い

乙

と

で

す

。

①

二

葉

期

使

用

の

場

合

は

乙

j
z
t

エ
ン
ド
ウ
に
は

当
普
及
所
で
も
昨
年
試
験
展
示
と
さ
ら
に
作
物
に
か
か
ら
な
即
服

p
c
p
が
効
果

ほ
を
設
け
、
初
期
の
効
果
も
確
い
よ
う
に
す
る
と
と
。
播
使
が
高
い
傾
向
が
あ

認
で
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
か
⑤
砂
地
に
は
使
わ
な
い
乙
と
る
。
タ
デ
、
ハ
マ
ス
ゲ
(
一

ら
要
作
改
善
の
一
環
と
し
て
普

⑤
刊
P
C
P
(ク
サ
ク

ロ

名

コ
1
ボ
シ
)
ス
ギ
ナ
、
ョ

農

事

メ

モ

モ
ギ
等
じ
は
効
果
は
期
待
で

き
な
い
。

(
県
操
業
出
良
普
及
肋
)

②
線
路
の
よ
や
そ
の
附
近
で
遊
は

な
い
乙
と
。

③
線
路
を
歩
い
た
り
、
鉄
橋
を
渡

っ
た
り
し
な
い
乙
と
。

‘

④

登

校

下

校

の

際

に

は

鉄

道

踏

切

十
月
間
口
一
と
れ
ら
盟
親
の
も
と
に
幸
い
な
日
一
国
鉄
で
は
最
近
、
特
弘
、
急
行
一
と
と
、
死
傷
者
が
一
名
も
な
か
っ
一
J
の
横
断
に
と
く
に
注
意
す
る
こ

の

寸
盟
耕
デ
一

々
を
送
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
一
室
列
車
電
強
し
、
ま
た
蒸
気
一
た
と
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
、
も
一

U
o

」ー
一
市
、
ど
半
町
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
の
た
め
一
機
関
車
か
亀
車
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
一
し
と
れ
が
旅
客
の
列
車
で
あ
っ
た

⑤
線
路
に
伺
か
大
き
な
障
害
が
あ

に

i
i両
お
の
も
と
を
は
な
れ
て
護
施
一
ヵ
ー
に
と
切
替
え
、
速
度
も
、
と
一な
ら
ば
、
多
数
の
死
傷
者
富
し
一
っ
た
場
合
に
ま
近
く
の
駅
や
警
察

よ
び
率
三
撃
に
牧
容
、
書
さ
れ
て
い
る
一
み
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

一

て
い
た
ζ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
国
鉄
の
費
や
付
近
の
お
と
な
に

求
め
る
連

一
と
と
も
が
多
数
あ
り
ま
す
。
一
八
月
十
八
日
山
陽
線
の
尾
道
|
一

こ
の
よ
う
に
み
路
上
の
置
す
ぐ
知
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
を

観
」
が
全
国
一
と
の
子
ど
も
た
ち
の
よ
き
里
親
一
松
永
聞
で
貨
物
列
車
が
脱
線
転
ぷ

一石
4

は
毎
年
全
国
で
千
件
も
発
生
一

的
に
展
開
さ
一と
し
て
登
録
を
希
望
さ
れ
る
か
た
一
く
し
ま
し
た
が
、
乙
の
事
故
の
原

一し
て
お
り
、
し
か
も
年
々
増
え
て
一

i
o
n
i
-
-
;
:
l
A
nt-
i
i
i
o
:
I
H
-
-
;
3
0
:
0
5
0
3
0
3
b
i
z

れ
ま
し
た
。

一ま
た

暴

制

度

に

つ

い

て

く

わ

し

一

段

。

線

路

に

石

室

い

た

乏

い

く

傾

向

に

あ

り

ま

す

。

一

一

…

j
i
j
j
一
る
と
と
は
高
血
圧
や
神
経
痛
の
持
一た
と
え
ば
脚
下
の
す
み
、
部
屋
の

「

里
親
と
は
保
一く
お
た
ず
ね
に
な
り
た
い
か
た
は
一
め
で
あ
る
ζ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

一
国
鉄
で
は
線
路
の
巡
回
や
義
一

密

造

酒

・

持

っ

て

い

る

一

…

家

庭

メ

モ

…

一
病
の
あ
る
か
た
に
は
禁
物
で
す
よ

一
立
カ
テ
ノ
で
仕
切
っ
て
や
一
手
足

の

不

自

由

な

子

護
者
の
な
い
一福
祉
事
務
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
一
乙
れ
が
貨
物
列
車
で
あ
っ
た
こ

一を
強
化
し
て
お
り

ま

す

と

の

一

一

(

;

;

一
老
人
の
い
る
家
庭
で
は
と
く
に
注
一
、

1

1

一

児
童
ま
た
は
一

v

，
!

!

1

1
j
一
よ
う
な
線
路
上
の
歯
石
の
大
部
分一

だ

け

で

も

い

け

ま

せ

ん

一

健

康

な

体

を

す
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

一
っ
て
ひ
と
長
考
し
て
勉
強
一
ど

も

を

育

て

る

運

獣

保
強
者
に
監
一
…

被

保

険

者

証

の

笹

川

効

ム

告

…

一が
小
、
中
学
校
の
生
徒
や
幼
い
子
一

一

保

つ

た

め

に

一
幼
児
の
ジ
フ
テ
リ
ア
が
流

C
一
で
き
る
場
所
を
つ
く
っ
て
や
る
と
一

護
さ
せ
る
こ
一

T
E-----ei--zz-zhi

-f
i-
ZEE-ソO
z--=ふ

一ど
も
た
ち
の
好
奇
心
や
、
い
た
ず
一

一

一

一た
い
へ
ん
効
果
的
で
す
o

足
も
と
一
十

一
月
十
品
か
ら
十
二
月
十
日

-
針

転

向

諮

問

ヨ

つ

ぎ

の

か

た

は

国
民
健
康
保
険
一効
げ
公
告
し
ま
す
。
な
お
、
該
当

一吉

川

れ

れ

い

れ

計

三

は

刊

誌

は

目

下

山

口

れ

い

れ

M
H
f一
ま

誌

川

町

民

守

一

一

円

七

日

付

仁

一

を

あ

た

た

か

く

、

雑

音

を

少

な

く

一

日

記

日

間

与

野

自

主

県
に
登
録
申
諮
を
し
て
知
専
か
適
一
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
了
?

払
仇
険
者
証
を
急
い
で
保
食
一

一

一
一
う
す
着
の
習
慣
を
つ
け
寒
さ
に
と
っ
け
ま
し
ょ
う
。
予
防
法
射
も
と
し
て
や
り
ま
す
。
と
く
に
受
験
勉
一
国
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

日
開
一
当
と
認
め
る
人
と
な
っ
て
い
ま
す
一者
の
資
格
量
失
し
た
の
で
、
国
一衛
生
訟
に

返

し

て

く

だ

さ

い

。

」

説

日

日

目

立

す

く

不

衛

生

的

で

す

o

一は

J
1
1
1お
よ
び
密
造
酒
す
ん
な
れ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
一
る
べ
く
早
自
に
す
ま
せ
て
く
だ
U
一
強
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、
そ

一

小
児
マ
ヒ
、
骨

器

絵

な

と

司

順
一

認
可
後
里
親
の
要
望
に
そ
う
よ
一民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
坐
(
保
険
衛
生
課
二
ど
も
さ
ん
た
ち
の
ど
指
芝
お
願
一
密
造
組
(
ブ
ド
1
撃
を
含
む
)
一
を
7
7持
て
し
犬
者
は
一
年
以
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